
　
　
　
　

水
道
法
の
改
正
は
、

水
道
基
盤
の
強
化
を
図
る
た

め
だ
が
、
い
つ
の
間
に
か
運

営
権
を
民
間
に
与
え
る
と
い

う
話
に
す
り
替
わ
っ
て
き
た
。

ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
つ

も
り
か
。

　
　
　
　
　

水
道
は
市
民
の

大
事
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
市
が
し
っ
か
り
と
運
営

を
行
う
と
い
う
方
針
で
い
く
。

　
　
　

幼
児
教
育
・
保
育
の

無
償
化
が
閣
議
決
定
さ
れ
た

が
、
保
護
者
の
負
担
は
ま
っ

た
く
無
く
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

今
年
の
10
月

か
ら
幼
稚
園
、
保
育
所
、
認

定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
３

歳
か
ら
５
歳
ま
で
全
て
の
子

供
た
ち
の
保
育
料
が
無
償
化

さ
れ
、
保
護
者
の
負
担
は
な

く
な
る
。
ま
た
、
０
歳
か
ら

２
歳
ま
で
の
保
育
料
は
、
住

民
税
の
非
課
税
世
帯
を
対
象

と
し
て
無
償
化
さ
れ
る
。

　
　
　

保
護
者
の
負
担
が
軽

く
な
る
こ
と
は
分
か
っ
た
が

市
と
し
て
の
負
担
は
ど
う
な

る
の
か
。

　
　
　
　
　
　

31
年
度
は
、

今
回
の
無
償
化
に
伴
う
地
方

の
負
担
分
は
、
全
て
国
が
負

担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
今
後
に
つ
い
て
不
透
明

な
部
分
が
あ
り
、
十
分
注
視

を
し
て
い
く
。

　
　
　

部
課
長
会
議
を
テ
レ

ビ
会
議
に
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

旧
町
ご
と
に
庁
舎
が

あ
る
本
市
に
と
っ
て
、
テ
レ

ビ
会
議
は
移
動
時
間
の
削
減

や
災
害
な
ど
緊
急
時
の
集
合

が
困
難
な
場
合
に
も
効
果
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
前
向

き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　

昨
年
調
査
を
し
た
新

キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
を
な
ぜ
掘

り
出
さ
な
い
の
か
。

　
　
　
　

そ
こ
は
、
墓
地
が

密
集
し
砂
地
の
た
め
、
周
囲

の
墓
碑
が
傾
い
た
り
崩
壊
す

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
発
掘

し
て
い
な
い
。

　
　
　

石
塔
屋
さ
ん
が
以
前

仕
事
で
掘
っ
た
時
、
ド
ー
ム

型
の
墓
碑
を
確
認
し
て
い
る

し
、
持
ち
主
に
も
掘
る
許
可

を
得
て
い
る
と
聞
く
、
市
長

の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　
　
　

い
ろ
い
ろ
検
討
し
た

結
果
、
磁
気
調
査
を
行
っ
た

訳
だ
が
、
持
ち
主
の
ご
理
解

が
頂
け
る
な
ら
進
め
ら
れ
る

だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。
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２
０
１
８
年
12
月
６

日
に
国
会
に
て
改
正
水
道
法

が
成
立
し
た
。
市
長
の
所
見

は
。

　
　
　

人
口
減
少
に
伴
う
水

需
要
の
減
少
や
、
水
道
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
更
新
事
業

費
の
増
大
、
職
員
数
の
減
少

に
よ
る
技
術
継
承
の
困
難
な

ど
、
水
道
事
業
者
が
直
面
す

る
共
通
の
課
題
に
対
し
て
、

水
道
の
基
盤
強
化
を
図
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
全
な
水

を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め

の
改
正
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
同
様
の

課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
今

後
は
一
層
効
率
的
な
経
営
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　
　
　

老
朽
化
し
た
水
道
管

の
布
設
替
え
等
の
計
画
は
。

　
　
　

布
設
替
え
計
画
は
、

現
在
策
定
し
て
お
り
、
経
営

戦
略
の
中
で
位
置
づ
け
る
。

老
朽
管
に
つ
い
て
は
、
今
後

10
年
間
で
、
約
20
億
円
の
更

新
事
業
が
必
要
に
な
る
と
予

測
し
て
お
り
、
重
要
度
や
老

朽
度
度
合
い
の
高
い
所
か
ら

順
次
更
新
を
進
め
る
。

　
　
　

水
道
料
金
の
現
状
と

今
後
は
ど
う
な
る
の
か
。

　
　
　

料
金
収
入
に
つ
い
て

は
、
人
口
減
少
と
節
水
型
の

機
器
の
普
及
に
よ
り
、
減
少

傾
向
に
あ
り
、
料
金
収
入
だ

け
で
は
、
水
道
事
業
の
運
営

が
で
き
な
い
状
況
だ
。
水
道

料
金
の
改
定
に
つ
い
て
、
平

成
31
年
度
に
上
下
水
道
料
金

等
審
議
会
を
設
置
し
、
長
期

的
に
安
定
し
た
経
営
が
で
き

る
よ
う
十
分
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　

水
は
、
人
が
生
き
て

い
く
上
で
、
絶
対
必
要
な
も

の
で
あ
り
、
市
民
全
員
が
関

わ
る
事
業
だ
。
安
易
に
料
金

転
換
す
る
の
で
は
な
く
、
繰

り
入
れ
や
償
還
等
、
様
々
な

知
恵
を
出
し
、
料
金
が
上
が

ら
な
い
方
策
を
要
望
す
る
。

　
　
　

進
捗
状
況
は
。

　
　
　

地
域
周
辺
の
調
査
や

関
係
機
関
と
の
協
議
を
行
っ

て
い
る
。
31
年
度
に
地
元
関

係
者
へ
説
明
会
を
予
定
し
て

い
る
。

　
　
　

排
水
路
整
備
と
同
時

に
道
路
舗
装
を
提
案
す
る
。

　
　
　

受
け
止
め
て
お
く
。

　
　
　

移
動
式
重
量
計
の
導

入
に
向
け
て
、
検
討
は
ど
う

な
っ
た
か
。

　
　
　

今
年
中
に
は
、
一
定

の
め
ど
を
つ
け
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
総
合
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

　

ョ
ン
の
効
果
と
今
後

・
大
会
や
部
活
動
、
子
供
会

　

等
の
公
共
施
設
活
用
に
つ

　

い
て

市長／市で安定的に運営
する。

　
水道法改正に
よる、水道の
今後は、民営
化か市運営か
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